




研究目的 

造精能力の欠如は,男子不妊症の原因の大部分を占める重要な問題であり,この原因を解明

することが出来れば,それにより何らかの形での治療方法を見出し得るものとして,大いに

期待されるところのものである。ひとくちに造精といっても,それは複雑に連続した一連の

過程であって,そのいかなる段階に於ても欠陥があれば,直ちに造精能力の低下に結びつく

ものであると考えられる。 

一般に哺乳動物の睾丸は,幼年期には腹腔内に停留したままで,造精も比較的低いレベルの

未熟な状態にあるが,成長とともに腹腔より陰嚢内に移行して,成熟した状態となり,造精

も盛んになる。即ち,37℃前後ある腹腔より,陰嚢内に移行することにより,32℃前後の低温

環境下に睾丸は置かれることになる。この温度の異なる環境の意味するところは,造精過程

のうちの前半部,即ち幼若期に於ても行なわれる段階,にはあまり温度が決定的な要因とな

ることはないが,後半部にはかなり強力な温度依存性が存在するということである。従来の

研究の結果,高温条件が致命的な影響を及ぼすのは,造精段階でもかなり後の部分で,精子

細胞を形成する段階であることが解明されている。即ち,精子細胞のタンパク質合成が高温

により阻害されるのであり，このことは,他の組織には類を見ないものであって，睾丸の特

異性を示すものの一つである。このタンパク質合成には,エネルギー源としての ATP の存在

が必要であることも解明されているが,電子伝達系の各種阻害剤(ロテノン,シアン等)を与

えた時のタンパク質合成速度と,ATP産生のuncouplerであるところの2,4-ジニトロフェノ

ールを与えた時のタンパク質合成速度との比較を行なったところ,この ATP の産出は,無気

呼吸である解糖系より生ずるものの方により大きく依存しているものと考えられる。この

ようなタンパク質合成時において必要とされる様々な物質は,血液より睾丸内に供給され

るであろうと思われる。従って,睾丸の血管系は,直接造精能力を左右する要因としては極

めて大きいものであろうと考えられる。そこで,加温による睾丸血管系の変化を観察し,そ

れを通して男子不妊症治療の方法の一端を見出そうと試みた。 


